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学 位 論 文 要 旨 
 
  Transient expression of bone morphogenic protein-2 in acute liver injury by 
carbon tetrachloride 

























 結 果 
 ラットへの四塩化炭素投与による肝障害と修復の過程はアルブミン発現低下と再上昇に
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より確認された。この肝障害モデルにおいてBMP-2発現が四塩化炭素の投与後12～24時間に
上昇することがノーザン解析、RT-PCR及びウエスタン解析による解析により示された。ま
た、BMP-2シグナルにより活性化するSmad１のリン酸化状態はウエスタン解析により確かめ
られた。さらに四塩化炭素障害肝においていくつかの肝再生や発生初期の肝形成に関わる
因子の発現をRT-PCRにより解析したところ、BMP-2と同様に上昇していた。肝障害により浸
潤、活性化するマクロファージ系細胞がBMP-2の発現に関与しているかを調べるため塩化ガ
ドリニウム処理後肝障害を誘導しBMP-2発現を解析したが、マクロファージの関与は観察さ
れなかった。四塩化炭素障害肝の組織におけるBMP-2発現を免疫組織化学において解析した
ところ、BMP-2の発現はやや小型の肝細胞に類似した細胞で見られた。また、oval細胞のマ
ーカーであるCK-19の局在はBMP-2発現に類似した存在を示した。 
 
考 察 
慢性的な肝臓障害は肝臓の繊維化を引き起こすが、この過程の初期には肝細胞の損傷と
再生の過程が繰り返されると考えられている。本研究では、発生期の肝臓形成に関わる
BMP-2が成体の肝臓においても四塩化炭素肝傷害により一過性に発現することを見出し、こ
の活性が急性期の肝障害からの再生と肝臓の発生において関係している可能性を示唆した。 
発生期に心臓中胚葉あるいは横中隔間葉より産生されたBMPのシグナルはGATA-4の発現
等を介して肝臓原基の形成、さらに肝臓形成期にはオートクラインなBMP-2のシグナルが
HEXやアルブミンの発現に必須である。 
oval細胞は骨髄単核球に由来する肝臓幹細胞様の細胞であるが、四塩化炭素肝傷害によ
りBMP-2を産生する細胞である可能性が示唆された。以上のことから成熟肝での四塩化炭素
投与による肝障害では活性化したoval細胞あるいは前駆細胞が障害された肝細胞からのシ
グナルを受けBMP-2の発現を促す可能性を提起した。 
 
結 論 
四塩化炭素肝障害における損傷治癒のプロセスおいてBMP-2がoval様細胞から分泌され、
障害肝の再生に関与している可能性が示唆された。 
 
